




【考え方】 ＤＩ中心の時代のものを踏襲

　（１）景気循環の対応度や景気の山谷との関係等

　　　①経済的重要性 ④景気の山谷との関係
　　　②統計的充足性 ⑤データの平滑度
　　　③景気循環との対応度 ⑥統計の速報性

　（２）各経済部門から景気循環との関係を踏まえ選択

【考え方】 【考え方】

 【計算方法】 【計算方法】　

【考え方】

 【計算方法】 　　Ｃ＝（Ａ－Ｂ）／四分位範囲

※ＣＩの計算方法についてはおおまかな流れを示したものであり、詳細については「景気動向指数の利用の手引き」を参照のこと。

図表１　現行ＣＩのフローチャートと考え方

先行（主に需給の変動）、一致（主に生産の調整）、遅行（主に生産能力の調整）

６つの
選定基準

１．採用系列の選択

①各系列について基準化し、現在の変動が過去の平均的な変動より大きいか、小さいかの「量感」を
表す。経済活動の量的な側面を表す指標に限らない。

４．トレンド（Ｂ）

各系列における直近60ヶ月間の変化量（対
称変化率）を平均化する。

・極端な値（外れ値）の影響をあまり受けな
い形でＣＩの変動を表すことが可能。

・具体的には、外れ値が生じた場合におい
ても、一定の閾値を設定することで、それ以
上の変動を刈り込むことにより、採用系列の
変動の平均値を「外れ値」に大きく影響され
ずに算出できる。

目的：
　　景気に敏感な指標の量的な動きを合成した指標であり、主として景気変動の量感を測定する

２．個別系列の前月比の算出

②多様な経済部門の代表的な指標の量感を合成し、全体としての量感を表現。ＧＤＰ等の量的指標
のウェイトとは必ずしも一致しない。

３．刈り込み処理（Ａ）

昭和55年１月分から直近の12月分までの一
致系列のデータから５％外れ値の基準を定
め（k=1.69）、各系列データが基準を超えて
上昇（又は下降）した場合に、外れ値として
処理する。

１０．当月のＣＩ（前月のＣＩ×Ｇ）

５．基準化（四分位範囲基準化変化率）（Ｃ）

８．合成トレンド
（Ｆ）（Ｂの平均）

６．合成四分位範囲基準化変化率（Ｄ）
（Ｃの平均）

９．合成変化率（Ｇ＝Ｄ×Ｅ＋Ｆ）

・各系列について、基準化し、過去の平均的な変動率と比較対比することにより、現在の
変動が過去の平均的な変動より大きいか小さいかの「量感」を表す。

系列間平均

・後方移動平均をとることにより、補外などの
問題を回避することができ、各系列間でも時
系列にみて同じ手法が適用されていることに
より、最新時点での異質なバイアスがかかる
可能性が低い。

・過去の景気の一循環の期間が概ね50ヶ月
であることと、基準化期間の総体的関係を考
慮し、基準化期間を60ヶ月（５年）に設定。

系列間平均 系列間平均

７．合成四分位範囲（Ｅ）
（四分位範囲の平均）
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